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「江戸期尾去沢の鋼の道」の時代背景
1. はじめに
高 橋 秀 悦
東北学院大学経済学部教授
平成 19 年9 月に開催された東北学院大学東北産業経済研究所の公開シンポジウム「北上川舟運
を通してみる鉄道開通以前の物流体系」 に触発されて、 尾去沢鉱山からの銅の搬出経路を 「江戸
期尾去沢の銅の道」としてまとめ、 これを『東北産業経済研究所紀要』 (第28号、2009年2月)に
発表した(以下では、これを高橋(2009)と書き表すことにする)。
「歴史に関する論文 (歴史もの)」は、 (土俵を予め設定して) モデルの構築から結論を導出する
「(筆者の本来の研究分野の)数理経済学の論文」とは異なり、新たな資料や文献の出現によって、
論文の対象範囲が際限なく広がる。また、ある特定の事項(人物や事象)をより深く探求してい
くときにも、同様に、関連事項が際限なく広がる。 これらをすべて網羅しようとすると、焦点が
ぼやけ、 問題点や主たるテ マーが曖味になる。
高橋(2009) を書く際にも、上と同様のことが起こった。本来、論文の執筆の際には、資料の
取捨選択も重要な要素になるが、 小稿は、 「江戸期尾去沢の銅の道」の主要なテーマやトピックス
から外れた事項のうち、 その時代背景となる事項を中心に整理したものである。
まず第2節では、江戸期の銅需要を概観し、銅の主な用途が輸出用、鋳錢用、江戸l額L国基用およ
び民間用であることを確認するとともに、江戸全屋座用銅(銀貨鋳造用銅)と民間用銅(地売銅)に
ついて簡単に考察する。 これに引き続き、 第3節では江戸期の銅輸出と尾去沢の産銅高の関係を
考察する。 銭用銅に関しては、 錢貨が江戸期を通じて継続的に鋳造されたのではなく、 ある限定
された期間に鋳造されていることから、第4節では江戸期の錢貨の鋳造時期 (鋳銭用銅の需要時
期)を確認する。さらに第5節では、高橋(2009)の第8節に登場した江戸商人・南部屋八十治
が仙台藩の鋳銭事業にも関係していたことから、 これについて考察する。 このように小稿は、高
橋(2009)の時代背景を整理したものであり、そのバツク・グランド・ぺーパーの役割を果たし
ているが、これに加えて高橋(2009)の第6節第̃8節の「補論」の役割も担つている。中でも
小稿の第5節は、時代背景の考察というよりも、高橋(2009)の第8節「例外2:江戸への廻送(元
文年間の鋳銭銅)」の「補論」の役割のほうが強い。
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2. 江戸期の銅需要
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大坂は、 古くから銅取引の中心であり、 ここに全国の銅山から採掘され、 山元である程度精錬
された荒銅(粗銅)が廻送されてきた。その純度は、村上(2007)によれば95%程度であった(p.
155)。
大坂に廻送された荒銅(粗銅)は、純度99%超に精錬された後(村上(2007)、p.l56)、銅の
用途に応じて、御用銅(輸出向けの棹銅:中国向け(長崎経由)およびオランダ向け(長崎経由))、
御用瓦下地銅(江戸城本丸瓦用の丁銅)、江戸銀座用銅(玉銅:銀貨鋳造用)、鋳銭用銅、地売銅
(民間向けの細工用銅)などに区分され、それぞれに売り渡されることになる(f住友別子鉱山史
上巻』、pp.50-52))。 これらに加えて、少量ではあるが、対馬藩経由で朝鮮向けに樟銅や荒銅も輸
出された(f住友別子鉱山史 上巻』、p.51))。
元禄14年(1701年)4月、「大坂最大の銅吹所」と「別子などの銅山」を経営していた大坂の
泉屋が、設立されたばかりの銅座役所に (大坂のすぺての銅吹所の)地売銅1か年の見積高を提
出した(「住友別子鉱山史 上巻」、p.42)。それによると、地売銅(民間向けの細工用銅)は、約
170万斤(江戸約40万斤、京都約80万斤、大坂約50万斤)であった。この他に、江戸銭座(江
戸電戸)に約175万斤、京銭座(京都七条)に約55万Ji-程の鋳銭用銅が必要であったから、国内
の銅需要は、合計約400万斤であった(小葉田(1956)、p.184および「住友別子鉱山史 上巻」、
p.42)。また、この年の輸出銅高は、およそ55,000ピコール(550万斤)であったから(小葉田
(1993)、p.697)、内外からの銅需要は、950万斤(5,700トン)にもなっていたことになる。言い
換えると、元禄14年(1701年)の銅需要は、輸出用が550万斤、鋳銭用230万斤、民間用が170
万斤の合計950万斤であったが、 これに、 江戸銀座用銅(玉銅)、 御用瓦下地銅や朝鮮向けの銅も
加えれば、優に1,000万斤を越えると推定できるのである。なお、蛇足だが、泉屋は、文化8年(1811
年)、 大坂西町奉行所から公式に「住友」の苗字使用を許可されている(『住友別子鉱山史 上巻』、
p.221)。
このように、大坂の銅吹所で精錬された銅は、輪出用銅、鋳銭用銅、地売銅、江戸銀座用銅と
して売り渡されている。このうち、輸出用銅については第3節で、また鋳銭用銅については第4節
で考察するので、 ここでは、江戸銀座用銅(銀貨鋳造用銅) と地売銅について簡単に説明するこ
とにとどめておく。
まず、江戸期の「銀貨」は、「銀」と「銅」を配合して鋳造される「秤量銀貨」であることから、
銀貨鋳造用銅(江戸銀座用銅:玉銅)が必要とされたのであった。例えば、「麼長銀」は、慶長6
年(1601年)̃元禄8年(1695年)の間に120万:賞鋳造され、江戸期の「銀貨」の1/3を占める。
その配合割合(純度)は、銀80%、銅20%であった。しかしながら、それ以後のものは、「元禄
銀」64%、「宝永二ツ宝銀」50%、「宝永永字銀」40%、「宝永三ツ宝銀」32%のように銀の含有率
が下がり、「宝永四ツ宝銀」では銀20%、銅80%と、いわば「銅貨」の状況になる(なぉ、純度
等のデータは、西川(2000)による。)。その後、「正徳銀」や「元文銀」では、銀の含有量は上が
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るが、 明和期に入ると、 明和2年 (1765年) の 「明和五匁銀」、 明和9年 (l772年) の「明和
南鑽二朱銀」といったように、「計数銀貨(公定レー トは、1両=4分=16朱)」も鋳造されるよう
になった。
次に、地売銅は、主として民間向けに販売された銅であったが、銅の用途によって型銅が異なっ
ていた。 すなわち、 「丁銅(ていどう)」は瓦地用、 「桶丁銅(といていどう)」は屋根の桶地用、「小
丸銅」は茶瓶・やかん地用、「大丸銅」は銅たらい・風呂釜・火鉢用、そして「長棹銅」は針金地
用である。銅100斤からは20丁の「銅」が吹き立てられ、丁銅1丁(3kg)からは銅瓦8枚を
作ることができる。樋丁銅からは、延ばすと1丁1買目(3.75kg)当たり長さ1間(1.8m)の樋
を作ることができる。小丸銅は、重さが100目から230日(375gから862.5g)で重さが特に決まっ
ているわけではない。なぉ、 この型銅の区分は、文政8年(1825年)、老中水野出羽守忠成が銅吹
所を參観した際に、泉屋が展示したサンプルに基づく区分である(「住友別子鉱山史 上巻」、p.
59)。この他にも、「板銅」、「延銅」などがあった。
地売銅のより具体的な用途の説明は、江戸期(江戸前期)の盛岡や水沢の銅加工品を研究した
岩本(2002)が非常に詳しい。これに仙台での銅の用途も考慮に入れれば(高橋(2009)の第7節
を参照)、日常品としての(酒鍋、注鍋、小豆鍋、汁鍋などの)銅鍋・銅壷、銅器の菓子製造器具、
割烹や旅館の風呂釜、神社仏閣の銅の飾り、銅製鉄砲、鏡・香炉・飾り金具など小型型の青銅製
品、仏像・梵鐘・半鍾など大型の青銅製品などが、江戸期の銅の主な用途ということになろう。
3. 江戸期の銅輸出と尾去沢の産銅高
前節で見たように、 元禄14年(1701年) の銅の主要3項目の需要合計は、 950万斤ほどであっ
たが、その最大の項目は、550万斤の輸出用銅であった。元禄期ごろまでの銅輸出をめぐる状況に
ついては、小葉田(1956)、(1993)、鈴木(2004)および『住友別子鉱山史 上巻」が参考になる。
鈴木(2004)は、よく整理された好書であるが、小葉田(1956)、(1993)や「住友別子鉱山史 上
巻」は、われわれの視点からすると、やや複雜で分かりにくく、ジグソーパズルのような説明が
なされている。そこで、藤野(1990)や山本(1994)の通貨の本位制度等の説明も考慮に入れて、
小葉田(1956)、(1993)、鈴木(2004)および『住友別子鉱山史 上巷』等を単純かつ可能な限り
正確に整理することから始めよう。
まず、幕府は、寛永l4年(1637年)、「竟永通資」の鋳銭用銅や軍用銅を確保するために、長崎
貿易での銅輸出を禁止した。後で述ぺるように、 江戸期は、 金・銀・銭の三貨体制といわれるが、
銭貨の改革は大幅に遅れ、 寛永13年(1636年)の「寛永通資」の鋳造まで待たなければならなかっ
たのである。 この年、江戸・近江坂本・(京都) 建仁寺・大坂で鋳造されたことに始まったが、 寛
永17年(1640年)には、鋳造量が十分になったとして、「寛永通資」の鋳造はいったん停止とな
るのである。軍事面では、寛永14年(1637年)には島原の乱が起こり、寛永17年(1640年)に
は、 渡航禁止のポルトガル船が長崎に来航したことから、 これを焼き討ちにする事件が起こって
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いる。 そして、 この翌年には、 平戸に置かれていたオランダ商館が長崎・出島に移されることに
なる。
正保3年(1646年)から銅輸出が再開された。これは、鈴木(2004)によれば、オランダ側か
らの働きかけによるものであり、 この年には4,242ピコールがオランダ側に輸出された(pp.142-
143)。小葉田(1993)のデータでは、4,l60ピコールであったが、この後、10年間ほど大きな変動
も無く推移した (p.695)。明暦2年(1656年)頃から大きな増加の兆しが見え始め、尾去沢で銅
鉱が発見された寛文6年(l666年)には、17,101ピコール(唐船4,514ピコール、面船12,587ピ
コール)の銅輸出高となった(小葉田(1993)、pp.695-697)。 ここで、1ピコールは、御用銅l箱=
100斤=60 kgである。なぉ、 この御用銅の1箱には、長さ23cm、重さ300 g̃ 75gの「棹銅」が
160̃200本入つていた (「住友別子鉱山史 上巻」、pp.57-59))
寛文8年(1668年)、幕府は、1)16世紀以来の巨額の銀流出と産銀の減少、2)商品経済の発
展による日本国内での金銀貨の需要增加を背景に、 銀の持渡しを禁止し、 貿易決済を金に変更し
た。このときは、金1両=銀58匁替えであった。長崎貿易勘定・計算は、「銀目建て」であった。
当時の日本では、金・銀・銭の三貨体制がとられ、それぞれが無制限通用力をもっていた。そ
の通貨体制が、 「金本位制」なのか、 「金銀複本位制」なのか、 あるいは金銀併行本位制なのか、 議
論が分かれるところであるが、 貨幣流通の地域分布に関しては、銭貨圏が存在したとする岩橋
(1980)の異論(それ対する新保(1980)の反論)があるものの、通説では、束日本の「金遺い」
圏、西日本の「銀遺い」圏に分けられ、銭貨はどの地域でも補助貨幣の役割を果たすにとどまっ
たとされている。 (尾去沢をはじめとする銅の廻銅先の)大坂は、「銀遺い」圏であり、その商取
引を記した勘定帳は、当然のことながら「銀日建て」であった。また、貿易相手国のオランダは、
この当時は、事実上の銀本位制の国であった(オランダは、1806年、金銀複本位制をとった後、1847
年、 再び銀本位制に戻り、 1875年からは般行金本位制になった (藤野(1990)、 p.20および山本
(l994)、p.l29))。さらに、オランダ領東インド(ほぼ現在のインドネシアにあたる)では、1845
年まで銅と銀の複本位制であったが、この年銅貨の鋳造が停止され、輸入も禁止されるようになっ
た(藤野(1990)、p.23)。中国は、事実上、銀本位制の国(銀圏の国)であった(藤野(1990)、
p.23および山本(1994)、p.131)。藤野( 990)によれば、中国では重量と品位を定めた鋳貨が発
行されなかったので、 これらが明らかな外国貨幣(Spanish silver do11ar、 Mexican silver do1lar、
American tr de do1lar、日本銀貨等)が流入し、取引に使われたということである。
中国側のこのような状況からと思われるが、 幕府に対して「銀渡し」を請願した。 その結果、 寛
文12年(1672年)には、唐船への銀渡しが解除されたが、オランダ向けは、「金」決済が続けら
れ、金1両=銀68匁替えとなった。また、中国では、鋳銭用銅需要が増加し、日本の銅(=清で
の「洋銅」)の輸入を次第に増やしていった。このため、天和2年(l682年)には、55,218ピコー
ル(唐船30,218ピコール、面船25,000ピコール)になった。
長崎貿易勘定は、インバランス(オランダ対しても、中国に対しても日本の輸入超過)であっ
たので、金銀の流出が続いていた。小葉田(1993)によれば、「金」決算の寛文8̃12年では、こ
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の2国合わせて約100万両の小判が流出し、 「銀」持ち出し禁止前の20年間平均では、 1年当たり
約1万4,000貫目(52.5トン:中国約9,000貢日(33.75トン)、オランダ約5,000貫目(18.75トン))
もの銀が流出していたのであった (p.699)。
このため、幕府は、貨物市法商売法(寛文12年(1672年))を実施することで、輸入商品の価
格を低くし、金銀の流出抑制を図ろうとしたが、輸入額の減少には至らなかったために、貞享2年
(1685年)、 1年の輸入額を唐船銀6,000買目、 面船銀3,000貫目(=金5万両:オランダとのイン
バランスの解消は「金」で行われた。)に制限した。この年の日本の輸出のうち、銅輸出は、小葉
田(1993)のp.696によれば、44,284ピコールであった。これを、銀換算すると、4,6801質目余に
なるから(換算率は、小葉田(1956)のp.182による)、輸入額(より正確にいえば、輸入制限額)
の50%以上を銅の輸出によって決済したことになる。
銅の輸出は、貞享3年(1686年)から元禄8年(1694年)までの間では、(4万1,000ピコール
まで減少した年があるものの) ほぼ5万ピコール台で推移したが、元禄9年(1695年)の86,697
ピコー ル(唐船70,197ピコール、蘭船16,500ピコール)、10年の89,081ピコール(唐船64,081ピ
コール、画船25,000ピコール)と急增した。これは、銅輸出が急増する中にあって、また、国内
的は輸入制限による反物類・葉種・香料などの価格高購に対応するために、幕府が、輸入制限枠
の外に、特定の商人に対して「銅による代物替え」による輸入を認めたためである。すなわち、元
禄8年(1694年) には銀1,000買目、 元禄9年と翌10年には、 それぞれ、銀5,000貫目の「代物
替え」(輸入制限額の55%増)が行われたのであった。当時の輸出銅の代銀は、唐船に対しては
(5匁の口銭込みで)銅1ビコール(100斤)=銀112匁(0.112買目)、關船に対しては(3匁のロ
銭込みで)銅1ピコー ル(100斤)=銀1l3匁(0.113貫目)であったから(「住友別子鉱山史 上
巻』、p.54)、この交換率を用いて、元禄10年の銅輸出量を銀に換算すれば、銀およそ1万買目に
相当することになる。輸入制限額(銀14,000買日:本来の制限額(銀換算で)9,000實目、銅の代
物替え(銀換算で)6,000貫目))の7割以上(71.4%)になる。雜駁な言い方をすれば、この時期
には日本の輸入の7割を銅輸出で賄つていたことになる。
元禄11年(1698年)には、(輸入のための)御用銅定高が、銀1万買日にほぼ相当する890万
2,000斤(89,020ピコール)と定められた。「代物替え」は、唐船に対して銀4200貫目(銅ほぼ375
万斤相当)、 面船に対して銀800貫日 (銅ほぼ70万斤相当) の割当であった。 同年の銅輸出は、
90,202ピコール(約5,400トン:唐船60,823ピコール、面船29,379ピコール)となり、江戸期の
銅の輸出のピー クをむかえた。銅の輸出が、 (棹銅の)御用銅定高を越えたのは、形違銅(板銅・
延銅・丁銅など) ゃ荒銅なども、 輸出用として直接に売り渡されたためと思われる。 幕末にはこ
の4分の1の産銅になるが、まさに元禄期は、 日本が世界一の産銅国であり、産銅量もピークを
むかえたのである。 少し言い方をかえると、 「l7世紀後半から18世紀前半までは、 日本が世界1
位の銅牛産国であったと推測できる。 その後18世紀中頃にイギリスに抜かれ世界第2位となっ
た。(「金属資源レポート」、2005年9月号のp.127)」のである。そして、 この世界一の産銅量と、
長崎にこれまでの銅の在庫・蓄積 (囲銅) があったことが、元禄10・11年に9万ピコールもの銅
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輸出を可能としたのである。
幕府は、元禄14年(1701年)、銅の集荷・製錬・配給を統制し、御用銅(輸出用の銅)を確保
することを日的として、大坂に銅座役所を設けたが、やがて日本の産銅量にかげりが見え始め、所
定の輸出銅を確保することが困難になり、ちょうど10年後の正徳2年(l711年)には、銅座が廃
止されてしまう。 さらに、正徳5年(1715年)には、新井白石が建議したといわれる「海舶互市
新例(かいはくごししんれい)」、より正確に言えば、その1つの「長崎表廻銅定例」によって、l
年の理銅高は、400万斤̃450万斤とされ、輸入制限額の枠外としての「代物替え」も廃止された
のであった。 これは、 正徳4年(1714年)の銅の輸出高が50,499ピコール(唐船39,999ピコール、
面船10,500ピコール)であったことから、決定されたものと推測されるのである。 しかしながら、
翌正徳5年には、19,137ピコール(唐船7,637ビコール、面船l1,500ピコール)と大幅に落ち込
み、輸出銅を確保することは、困難な状況になり、同年11月には、銅の供出割当制が始まったの
である。
「尾去沢」が長崎御用銅の割当を受けたのは、高橋(2009)の第6節で述べたように、正徳5年
(1715年)11月27日であった。これによれば、翌年に大坂へ理送すべき割当高は、尾去沢、白根、
立石の3山分として65万斤であった。このときの幕府の他銅山への割当高は、①秋田l70万斤、
②別子100万斤、③立川70万斤、④白根・立石・尾去沢65万斤、⑤生野40万斤、⑥その
他55万斤の合計500万斤であり(班(1964)、pp.90-91 。白根・立石・尾去沢への割当率は、13%
であった。なぉ、「秋田」は、阿仁銅山のほか、その周辺の小沢、三枚などを含む銅山をさしてい
るo
これに対して、盛岡藩では、翌正徳6年(17l6年)間2月8日に、幕府に対して、「白根・立石
では産銅がないことと、尾去沢の産銅高が30万斤である」旨を上申したが(「盛岡藩雑書 第11
巻」、 p.48-49)、結局は40万斤に査定され、享保元年(同じく1716年)に387,603斤を、享保2
年2月に残り分を大坂へ理送している (麗(1964)、pp.91)。
各銅山への割当高に対する享保元年の実續は、①秋田134万斤弱、②別子100万斤、③立川
70万斤、④生野42万斤強、⑤尾去沢40万斤、⑥その他46万斤強の合計432万斤強であった
から(小葉田(1956)、p.l77)、「長崎表廻銅定例」による1年間の廻銅高400万斤̃450万斤にど
うにか達したのであった。 なぉ、 この幕府の割当は荒銅ベー スであり (後年は、棹銅ベ スーに変
更)、輸出は樟銅ベー スであるので、荒銅から棹銅への作るためには、平均では5%程度の吹減率
を見込まなければならないことを付け加えてぉく。
ほぼ50年後の宝暦12年(1762年)では、大坂への廻銅高は、①秋田約128万斤、②別子・
立川約77万斤、③尾去沢約60万斤、④生野約40万斤、⑤出羽永松約22万斤、⑥その他42
万斤の合計368万斤となり(小葉田(1956)、p.198-199および小葉田(1968)、p.35の表1.8)、尾
去沢のシェアは、16%を越えることになった。「現代の東北」という視点で見ると、秋田、尾去沢、
出羽永松(現在の山形県最上郡大蔵村)、そして仙台領熊沢(約2万斤)の廻銅高合計は、実に211
万斤に達し、 約6割 (57.3%) を占めるに至つたのである。
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この後、 「尾去沢」の産銅は、 荒銅ベースでほぼ40万斤̃60万斤で推移することになる。 明和
2年(1765年)に10万斤弱、寛政元年(1789年)に20万斤強のこともあったが、天保3年(1832
年)や麼応元年(1865年)には、100万斤を越えたのであった(麗(1964)、pp.436-439の「尾去
沢鉱山産銅表」)。秋田の産銅が、この後、減少することもあって、産銅量・輸出高における尾去
沢のシェアは次第に高くなっていった。
なぉ、立川銅山は大坂屋久左衛門の経営であったが、延享4年(1747年)、大坂屋の経営不振に
より、大坂・泉屋への讓渡の意向が示された。その後、種々の曲折があったが、寛延2年(1749
年) には、 泉屋が実質的な経営権を握り、 従来からの別子銅山と併せて経営することになったの
である(『住友別子鉱山史 上巻』、p.144-152)。享保元年の実績のl70万斤(別子100万斤、立
川70万斤) から宝暦12年の別子・立川約77万斤という大幅な減少は、 その途中で、 このような
経営権の変更を引き起こしているのである。
最後に余談であるが、仙台領熊沢の現在の住所地を特定しようとして、インターネット検索を
行つたところ、2つの興味を引かれるHPを探し出した。1つは、神戸大学電子図書館のファイル
記号「新聞記事文庫 鉱業(01-020)」の「東京日日新聞(大正2年(1913年)2月18日)」の記
事「東北の鉱業(上̃下)仙台鉱業監督署事務官戸村六寿氏談」である。東北帝国大学工学専門
部校友会主催の講話会での話の大要を記事にしたものだが、 この中に 「先頃宮城県玉造郡熊沢鉱
山の斜坑を視察した一」というのが出ているのである。 もう1つは、「過去からの伝言 東北物語
りweb伝承館」の“志賀直哉「山形」大正12年記(「中央公論」、昭和2年1月号)”である。そこ
で「志賀直哉全集 第5巻」を見ると、「山形」は12ページの短編であった。周知のように、志
賀直哉は、宮城県石巻市生まれの作家だが、この「山形」の中では、(仙台)北一番丁の大叔母を
訪ねた後、鳴子温泉に泊まり、「翌日早起きし、四里ほどある熊沢といふその銅山に出かけた。木
の繁つた美しぃ山で、 その辺では「沢」 と云つてるる小さな渓流が幾つかあり、 青葉を透かして
いた夏の光が水の上に踊つてゐた。 深い苔の上を岩石が被ひ、 その上にがくの花が美しく咲き乱
れてゐた。 私達は沢づたいひに登つて行つた。 「これが鉱脈です」案内に立つた技師は岩の間に酸
化し、黒くなってるる、そういふ場所を所々で示しながら行つた。(pp.224-225)」のである。こ
の「山形」の中では、父が、前から知り合いの足尾銅山技師長の世話で、この銅山を買つたとさ
れていたので、気になって調べてみると、「古河財閥の創始者古河市兵術とともに、足尾銅山の開
発をした(旧相馬中村藩相馬家の家令だった)志賀直道の孫。父の直温は、総武鉄道や帝国生命
保険の取締役を経て、明治の財界で重きをなした人物。」ということであった(フリ一百科事典
「ウィキぺディア (Wikipedia)」 による)。
この志賀直哉の作品「山形」から、仙台領熊沢の所在地は、現在の宮城県大崎市鳴子温泉(平
成18年3月31日、古川市、鳴子町などが合併し大崎市。鳴子温泉は、その大崎市の「旧鳴子町」
地区の「正式な住所」。)との見当がっいたので、「鳴子町史 上巻」を見ると、熊沢銅山の簡単な
説明と銅山遺跡の実地調査報告書(昭和45年調査)が掲載されていた(pp.212-219)。同書の「鳴
子町内適跡史跡分布図」によれば、 国見山を水源とする川筋(「中山平」温泉郷付近を通る大谷川)
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にある 「熊沢」 と呼ばれる沢の近辺であった。 上で見たように、 宝暦12年(1762年) の産銅高は
約2万斤と減少したが、元禄16年(1703年) には15̃16万斤も産出していたのであった(小葉
田(1956)、p.179)。
4. 江戸期の銭貨
第2節で見たように、 元禄14年(1701年)の銅の主要3項目の需要合計は、 950万斤ほどであっ
た。最大項目は、輸出用銅であったが、第2位の鋳錢用銅は230万斤であり、l70万斤の地売銅を
上回つていたのである。しかしながら、「銭貨」自体が、(鋳造中止の時期もあって)江戸期を通
じて安定的・継続的に鋳造されていたわけではないので、 鋳銭用銅の需要の変動は大きい。 また、
「銭貨」の原料の「銅不足」が常態化すると、「鉄銭・真鐵銭」への切り替えも行われている。
しかも、江戸期では、年代によって銭座(銭貨の鋳造所)の場所も、しばしば、変わった上に、
幕府の許しを得ていくっかの藩でも 「銭貨」 も鋳造しているのである。
そこで、少々長くなるが、江戸期の銭貨の鋳造時期について、松尾(1994)、齋藤努・高橋照彦・
西川祐一 (2000)、高橋(2001)、大買(1999)、小葉田(1993)等を参考にして、若干のコメ ン ト
を加えながら、整理してみよう。
麼長5年(1600年)、徳川家康が関ヶ原の戦いに勝利し、翌麗長6年には、わが国史上初めての
本格的な統一幣制「慶長の幣制」が整えられた。すなわち、金銀貨幣の制定、通貨単位としての
両・歩・朱の制の採用、 幕府による貨幣鋳造権の専有、 貨幣私鋳の禁止などが行われたのである。
江戸期は、金・銀・銭の三貨体制といわれるが、しかしながら、銭貨の改革は大幅に遅れ、三大
将軍家光の時代の寛永13年(1636年)の「寛永通資」の鋳造まで待たなければならなかった。 「寛
永通資」の鋳造以前には、慶長11年(1606年)に「慶長通資」が、また元和3年(16l7年)に
は「元和通資」が鋳造されたが、試作品の域を出なかったとされているのである。
「寛永通資」の鋳造原料は、銅、鉛、錫(そして不純物としての鉄)である。分析対象によって
バラツキが大きいが、初期のものは、銅が70̃90%、鉛が6̃25%、錫が5%前後であり、基本
的には、銭貨は「銅貨」であった。したがって、大量の銭貨を鋳造しようとすれば、大量の銅が
必要になる。「寛永通資」の鋳造は寛永13年(1636年)に始まるが、その翌年から正保2年(1645
年)まで、 (島原の乱やポルトガル船焼き討ち事件などが起こり)軍用銅の確保の必要性もあって、
長崎貿易において銅輸出の禁止措置がとられている。
「寛永通賀」は、江戸期を代表する銭貨ではあるが、法律的には、1文錢=1厘(4文銭=2厘)
として、「少額通貨の整理及び支払金の端数計算に関する法律」で定められた通用期限の昭和28年
(l953年)12月31日まで「法貨」として通用したのである(松尾(1994)、p.128)。この法律は
ともかくとして、実際に、盛岡では大正の初め頃まで通用していたようである。水原(1969)に
よれば、「穴あき銭は大正初年頃迄で使用した記億がある。一一価格の割合も安かった銅銭の寛永
は一厘、当四銭は二厘の割合で普通に取つてくれた。更永錢(一厘銭)当四錢(二錢銭)等は百
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枚づゝさし (章草の縄) にさしてそのまま十銭、 二十錢に使用した (p.2l0)」 である。
さて、この「寛永通寶」鋳造時期は、4期に分けることができる。
「寛永通資」の中で「古寛永」と呼ばれる錢貨は、まず寛永13年(1636年)に、江戸・近江坂
本・(京都)建仁寺・大坂で鋳造されたのに続いて、翌年には、水戸・仙台 三河吉田・松本・高
田・長門萩・備前岡山・豊後竹田の8か所で、 さらに寛永16年(1639年) には駿河の井之宮でも
鋳造されるようになった。翌年寛永17年には、鋳造量が十分になったとして、「寛永通資」はいっ
たん鋳造停止となった。再び鋳造が行われたのは、明暦2年(1656年)のことであった。 このと
きは、万治2年(1659年)まで、江戸浅草鳥越と駿河沓谷で鋳造されたのであった。なぉ、銭座
や各藩が鋳造した「寛永通寶」の背面(要面)には、鋳造地を区別するために、水戸の「水」や
仙台の「仙」などの文字が付けられることがあった。
これに対して、寛文8年(l668年)以降に鋳造されたものは、「新寛永」と呼ばれている。これ
は、17世紀後半の「文銭」鋳造期、18世紀前半の「新寛永銭」鋳造期、l8世紀後半の「鉄錢・真
鐵銭」鋳造期に分けることができる。
「文銭」は、背面(裏面)に年号の略号である「文」の字の鋳込があることに由来すると言われ
ているが、 これは寛文8(1668年)天̃和3年(1683年)に江戸亀戸で一元的に鋳銭されたもので
ある。そして、寛文10年には、これまで長い間、混用されてきた「永楽通宝(明銭)」や粗悪な
私鋳銭(京銭など)の使用を禁止する措置がとられ、制度としての金・銀・銭の三貨体制が完成
したのである。 これは、経済学的な見方をすれば、銭貨「寛永通資」の需給バランスが何とかと
れた状況が現れた証左であり、 錢貨の需要を満たすだけの供給が可能になったことを示すもので
ある。実際、新井白石の「折たく柴の記」によれば、寛文のおよそ16年の間の鋳銭事業によっ
て鋳造された寛永通資は、 197万貫にも上るのである (「新井白石全集第3巻』、p.163)。
高橋(2009)の第7節で取り上げた天和元年(1681年)の「盛岡藩雑書』に記破された「銅を
江戸へ」は、ちょうど、「文銭」鋳造期であり、鋳造用の銅が大量に必要とされた時期であった。
この状況と「鋳銭は「荒銅」からでも可能なこと」とを考え合わせれば、「江戸へ向かったl0分
の1役銅」が「文錢」の材料として用いられたとする高橋(2009)の推量は、かなり的を射た推
量であろう。なぉ、「文銭」鋳造には、日本各地の銅や鉛が使われていたようである。例えば、齋
藤・高橋・西川 (2000) の鉛同位体比分析によって、 「文銭」 の原料の鉛が、 対馬の対州鉱山のも
のであったことが明らかになっている。
元禄期は、経済拡張期であり、これに対応するだけの通貨(金・銀・錢貨)が必要であった。こ
うして、第3期の「(新)寛永錢」は、元禄l0年(1697年)、江尸色尸で鋳造が再開されることに
なった。しかしながら、この時期は、この「新寛永錢」の鋳造開始(その直後の元禄14年の鋳銭
用銅の見込高は約220万斤)に加え、 江戸期の銅輸出がピー ク(元禄10・11年の9万ビコール(900
万斤))に達し、 内外の銅需要が急增した時期であった。 供給面では産銅の減少の兆しがこの頃か
ら現れ始め、銅は超過需要の状態になった。 こうした状態にもかかわらず、元禄13年(1700年)
には、元禄期の経済拡張による通貨需要の増加に対応すべく、京都七条において、さらに享保期
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までには佐渡相川 ・石巻・摂津難波などでも 「新寛永銭」 が鋳造されるようになったのである。
これに続く元文期になると、江戸深川十万坪・江戸本所小梅村・大坂銅座などで鋳造されるよ
うになった。元文元年(1736年)から延享元年(1744年)頃までの鋳銭は、江戸期の中で最も大
きな規模で行われた。鋳銭銅と輸出銅との競合が起こるが、寛保2年(1742年) には「幕府当局
は鋳銭を優先させることにした。」のである(「住友別子鉱山史上巻」、p.156)。このことが、盛
岡藩においては、 高橋 (2009) の第8節の主役である南部屋八十治をめぐる問題として顕在化し
てきたのであった(詳細は、次節の5.2を参照)。
そもそも、元文元年(1736年)の貨幣改鋳によって金銀の価値が相対的に下落し、銭貨不足と
銭相場の上昇が起つたのである。 公定交換比率は金の1両=銭4買文とされているが、 江戸の銭
相場は、改鋳前年には5買文ほどで「金高・錢安」あったものが、改鋳の元文元年には、一転し
て2貫800文までの急激な「金安・錢高」が進行したのであった。その後、元文2年以降、3貫10
文、2貫860文、2貫820文、3實40文と推移し、基府の方針転換によって、寛保2年には、よう
やく3買928文となり、 公定交換比率とほぼ同水準に戻つたのであった(データは、新保(1978)
の表4-2、p.171)。
「寛永通寶」の第4の鋳造時期にあたる「鉄銭・真鐵銭」は、銭の原料の銅不足等のために、元
文4年(1739年)に鉄1文銭、明和5年(1768年)に真1驗4文銭、万延元年(1860年)年に鉄4
文銭が鋳造されたことをさすのである。「真織」は、銅と亜鉛の合金であり、「黄銅」とも呼ばれ
る(ちなみに、現在の5円貨も黄銅製である。また、10円貨は青銅製、50円貨、100円貨、500円
貨は、ともに白銅製である。松尾(1994)、pp.179-182))。
これまで錢座の鋳錢事業は、 請負形式で行われていたが (藩が幕府の許可を受けた場合にも直
営ではなく請負制であったが)、明和2年(1765年)からは、金座や銀座が「加役」として兼ねて
鋳銭事業を行うことになり、幕府の鋳錢に対する統制がより直接的になった(作道(1978)、p.74)。
なぉ、「寛永通資」以外の銅銭としては、宝永5年(1708年)に「資永通資」(10文銭)、天保
6年(1835年)に「天保通資」(100文銭)、文久3年(1863年)に「文久永資(書体によっては
文久永宝)」(4文錢)の3種類が錯造されている。こちらは、幕末「文久永資(文久永宝)」を除
き、 銭の原料の銅不足から額面が大きくなっている。
作道(l958)によれば、明治2年(1869年)銭貨の内訳は、「寛永通資」の銅1文錢が95万貫
文余、鉄1文銭が396万買文弱、鉄4文銭が13万貫文弱、真織4文銭が315万買文弱、天保通資
(100文銭) が3878万1質文余、 文久永賀 (文久永宝) が1337万貫文余であった (p.270)。
明治4年(1871年)には、太政官布告第267号によって「新貨条例」が発布制定された(松尾
(1994)、pp.126-127)。これによって、新貨幣の単位は「円」となった。このとき円は、1円=1両
1米ドル=金1.5グラムとして誕生した。本位貨幣の金貨(20円、10円、5円、2円、1円)のほ
かに、補助貨幣として銀貨(50銭、20銭、10錢、5銭)の形式が定められ、一部を除き実際に発
行された。また銅貨は、「新貨条例」によって、2銭、1銭、半銭、1厘の形式が定められたものの、
実際には、 明治6年の「新資条例」の改正(太政官布告第308号)によって発行されることになっ
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た (松尾 (1994)、 pp.260およびp.275)。 明治6年(1873年) の銅貨発行額は、 発行初年度とい
うこともあって合計で1万3,000円と少なかったが、翌年には、42万6,000円であった (山本
(l994)、p.90)o
明治政府によって銅貨が発行された後も、「竟永通資」は、1文銭=1!重、4文銭=2厘として、
形式的(法的) には昭和28年末(1953年末) まで通用したことは、 先に述べたとぉりであるが、
このほかにも、天保通資は、明治24年末(1891年末)まで8厘として通用し、文久永資(文久永
宝)は、 「寛永通資」と同様に昭和28年末まで1厘半として通用した(松尾(1994)、pp.127-128)。
山本(1994)の表3-1(p.94)によれば、明治4年(1871年)の銭貨の国内在高は、562万5,000
円(明治6年(1873年)では、563万4,000円)であったから、これらは、「両」体制から「円」体
制へ引き継がれた「錢貨」の残高ということになる(なぉ、作道(1958)のp.270のデータを新
貨換算すれば、 603万円余になる)。
この銅貨の国内在高562万5,000円のほとんどは、事実上、江戸期に鋳造された「銭貨」の残高
(円表示)である。明治元年l2月(1869年l月)、束京の銭座が廃止され、鋳銭事業は明治政府直
轄となったが、その「銭貨」の発行状況の詳細は明らかではない。 しかしながら、明治2年3月
には「新貨条例」に先立つて「貨幣の形状を円形に統一し、価目を旧来の「両」・「分」・「朱」を
廃して、「円」・「錢」となし、十進法によること(作道(l958)、p.275)」が決定されていたから、
明治6年までのあいだの明治政府直轄による鋳銭は、大掛かりなものとは考えにくいのである。
5.仙台藩の鋳銭
5.1 仙台藩の鋳錢の始まり
上で述べたように、第1期の「寛永通寶」の鋳造は、寛永13年(1636年)の江戸・近江坂本・
(京都)建仁寺・大坂に始まり、翌年には、水戸・仙台・三河吉田・松本・高田・長門萩・備前岡
山・豊後竹田の8か所でも、行われるようになった。
このときの仙台藩の鋳造地は、 「三迫」である。 この場所は明確に特定されているわけではない
が、一般には、現在の宮城県栗原市栗駒沼倉付近 (平成20年岩手・宮城内陸地震によって最も大
きな被害を蒙つた場所)と見られている。先に述ぺたように、寛永17年には、全国的に鋳造停止
になるので、「三迫」での鋳銭は、寛永14年(1637年)寛̃永l7年(1640年)の4年間であった
と思われる(石垣(1983)、p.403)。
この後、鋳銭事業は、江戸亀戸で鋳造、鋳造停止、鋳造再開の道をたどったものの、元禄l3年
(1700年) の京都錢座の設置の外は、 享保期まで大きな進展はなかった。
5.2 享保・元文期の鋳銭と南部屋八十治
仙台藩では、幕府の方針変更を見定めたかのように、享保1l年(1726年)3月、幕府に鋳銭願
いを提出した。4月には「他領」銅を買い入れないことを条件に許可を受け、享保13年から石巻
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(現在の富城県石巻市鋳銭場) で鋳造を始めている。鋳銭の引請人は、 高橋 (2009) の第8節で
登場した江戸商人・南部屋八十治(および京都商人2名)であった。享保13年には、33,000貫文、
翌享保14年には、57,0001買文が鋳造された。その半分は領内で売られ、残る半分は江戸で売られ
た。幕府には、江戸廻しの分の10分の1が運上された(石垣(1983)、p.410)。同じ享保14年に
は、 藩内の産銅が減少したことを理由に、 盛岡藩の廃山同様の銅山から掘り出した銅を購入して
鋳銭することを幕府に願い出ている(小薬田(1993)、pp.751-752)。銅確保がままならぬ状況の
ため、翌年にはなんとか15,000買文を鋳造したものの、その後は、享保16年は休止、翌年は再開、
翌々年は、 「他領銅」 の買い入れ禁止により再休止に追い込まれている。
享保が終わり、元文になると、鋳銭が再び活発になる。すなわち、元文元年(1736年)、江戸で
は、本所小梅村(現在の束京都墨田区業平)や深川十万坪(現在の束京都江束区千田および千石)
でも鋳造が認められ、翌年から、実際に鋳造が行われるようになった(それぞれ、背面に「小」、
「十」が付けられることがあった)。
元文元年には、先に述べたように貨幣改鋳(金銀改鋳)が行われたが、 これによって、当然の
ことながら、銭不足が起こり、銭相場が上がった。幕府が鋳銭を認めたのは、銭不足に対応する
ための措置であった。 なぉ、 この元文の貨幣改鋳は、金融面の改革であり、経済パフォーマンス
を高めたと考えられている(新保博(1978)のp.56や大塚(1999)のpp.78-80)。貨幣改錯と銭
貨の需要増加の関係については、 機会があれば別稿で論ずることにしたい。
ところで、高橋(2009)の第8節に主役として登場した南部屋八十治は、享保13̃18年(l728
1̃733年)には、仙台藩石巻の鋳銭の引請人の1人であったが、これが休止になった翌年には、盛
岡藩から尾去沢銅山の支配を任せられるようになっていた。 しかも、高橋(2009)の第8節の「雑
書』で見たように、元文3年(1738年)までには、江戸本所小梅村の銭座の鋳銭用銅も請け負つ
ていたのである。
元文3年(1738年)、銅座が再び設置された(第2次銅座)。銅座は、元禄14年(1701年)に
設置された後、正徳2年(171l年)にいったん廃止された。正徳5年(1715年)には、輸出銅を
確保するために、 主要銅山に対して割当高が課せられたが、 享保7年(l72l年) には割当制も中
止になっていたのであった。 この (第2次) 銅座の設置によって、 荒銅はすぺて銅座が買い入れ
ることになり、 また御用銅と地売銅の配分割合も銅山ごとに決められたのである。 これを厳守す
るように、銅の抜け売り(銅を,廻送する道筋において、問屋、湊々、あるいは海上での銅売買)も
禁止されたのであった。
本所小梅村で鋳銭が始まった元文2年には、第2次銅座設置前であり、幕府の規制も緩く、銅
の抜け売りが行われ黙認されていたのではないか。 その数年前から尾去沢銅山の支配をしている
八十治にとっては、銅座設置による規制強化、 とりわけ、抜け売りの禁止は晴天の解躍であった
が、 御用銅価格と地売銅価格の大きな乖離もあって、 慣行的にこれを続けたのではないか、 と推
測されるのである。貨幣改鋳によって、錢相場が上がったので、銭鋳造のインセンティブが強く
作用し、 鋳銭用銅の需要も増加し、 地売銅価格や鋳銭用銅価格が上がり、 御用銅価格と大きく乖
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離する状況が見られたのである。
そして、元文4年(l739年)には、勘定奉行神尾若狭守から盛岡藩留守居役が糾問される事態
(本来、 長崎に行くべき尾去沢の銅を、 八十治が江戸の鋳銭用銅に回しているとの疑念)を招いた
のである。しかしながら、寛保2年(1742年)には、長崎貿易の「商売半減令」が出され、輸出
銅も従来の半分の200万斤とされたのであった(『住友別子鉱山史上巻」、p.156)。 これまでも、
鋳銭の方向に舵を切り始めていたが、これが、輸出銅優先から鋳銭優先への明らかな転換点になっ
たのである。勘定奉行神尾若狭守による糾-問は、 この3年前のことだったのである。
さて、仙台藩の鋳銭は、盛岡藩留守居役が糾問された元文4年(1739年)から、再開されたが、
鋳銭の引請人は、八十治らから大坂屋吉郎右衛門に替わっている(石垣(l983)、 p.410)。 仙台藩
では、元文4年11月からの1年間に9万貫文(小葉田(1993)では9万貫文、石垣(1983)では
7万買文)が鋳造された後、寛保年間まで鋳造が続けられたと考えられている。 その半分は江戸に
送られ、大坂屋武兵術方(「立川銅山」を泉屋に譲渡した大坂屋久左衛門の江戸の出店)におかれ
た仙台鋳錢売方所で売り払われ、幕府にはその10分の1が運上されたのである(小葉田(1993)、
p.778)。 大坂屋武兵衡方が大坂屋久左衛門の江戸の出店であることからすれば、仙台藩の鋳銭の
引請人の「吉郎右衡門」は「久左衛門」の関係人の可能性が高いということになる。
石垣(1983)によれば、背面(裏面)の「仙」(天保以降は「千」)の字は、「寛永通資」百文を
つないだ「一組(いっきょう)」の両端の一二1tltにつけられたとされている(pp.399-400)。なぉ、周
知のように、「寛永通資」は、その穴に紐を通して96枚を単位として束ねられ、「一額」は96文
であったことを付け加えておく。
5.3 仙整通資の鋳錢
明和5年(l768年)、仙台藩は砂鉄銭の鋳造を幕府に願い出て許可され、 5か年にわたって鋳造
が行われた(石垣(1983)、p.410)。宝暦5年(l755年)の大凶作による財政難からの脱却と銭貨
の不足の解消を目的したものであった。これ以後、仙台藩の鋳銭は、停止、再開を繰り返すこと
になるが(鋳造地はいずれも石巻)、銭貨の材質は、鉄に変わる。小稿は、「尾去沢」や「銅」が
テーマであるので、本来ならば、話はここで終わりであるが、仙台藩の鉄銭は、天下に悪名高い
「仙整通資」 であるので、 これに言及しておきたい。
「仙整通資」は、天明4年(1784年)11月、「仙台藩領内限り」と5年間の期間限定を条件に鋳
造を認められた鉄銭(地方貨)であるが、その特異な形から「撫角錢」と呼ばれていた。「仙台藩
領内限り」にもかかわらず、天明4年からの3年間で30万貫文以上鋳造されたこともあって、他
領にたくさん持ち出され通用した。 とくに上方商人や廻船の船頭に対して、「仙整通資」が支払わ
れたこともあって、肥前・筑前・筑後にまで出回つたという(石垣(1983)、p.419)。当初は、「覽
永通資」との同等の価値をもつとされたが、「仙整通寶」の素材が質量とも劣つていたため、 その
貨幣価値も次第に下落していった。
ところで、橘南錯の「東遊記」や「西遊記』は、天明期の旅行記録である。近世後期のべスト・
・]l
東北産業経済研究所紀要 第29号
セラーであり、 明治以降に至つても数種類の活字本が出版されていたという意味で、 ロング・ セ
ラーでもあった。ちなみに、平成20年8月18日、長崎歴史文化博物館を訪れたところ、企画展
示「江戸のタイムカプセル」では、「萬貸本所」の印が押された「東遊記』が展示されていた。当
時、 長崎の中島河畔周辺には複数の貸本屋があり、 その1つで貸し出されていた本であった。
橘南錯は、天明5年(1785年)秋に京都をたち、翌年、富山から日本海側を通つて松前(北海
道)に至り、その後、盛岡、平泉(中尊寺)、仙台等を経て、さらに江戸から京都に戻つている。
これをもとに、『東遊記」が書かれたが、刊行は、寛政7年(1795年)8月であった。なぉ、束洋
文庫版(東洋文庫248)では、この「束遊記』は、「東西遊記1」に収録されている。すなわち、
「 余が彼地に遊びし頃は国中に角錢みちみちて銭の直段殊に臓し。日本惣体通用する所の寛永
通宝を彼地にては丸銭と称して甚稀なり。 余も仙台には逗留なりしに、 初には金壱歩に角銭弐
貫三百文を買しに、毎日銭相場下りて、後には弐實七百、八百、九百にも及ぺり。其勢ひ半月
一月の間には三貫文より四買文にも及ぶべき様子なりき。此故に米殻の高直なる事甚1要l .、其外
一切の物の価常々に三四双倍に及べり。草願一足の代常は四五文なるに、此時は十六。七文也。
よろしきは廿文にも及び、旅館の飯料常は百廿文の所、此節は三百五十文也き。只、替らざる
ものは宿継人馬の賃銭のみ公儀の御定の通り也。 此故に宿々の困窮も亦甚し。
此角銭甚悪数鉄にて、 破砕くる事石瓦も同じ様也。 伏見にて往年鋳たる銭も此角銭にくらぶ
れば大上々の銭といふべし。此故に人 甚々此角銭を忌嫌ひ、他領の人はもとより、公儀の法度
の上に悪銭なれば、 領分を違ひては隣家合壁といへども角銭は壱文も用ゆる事なし。 旅人も仙
台領分にては此角銭を用ゆれども、 仙台の界を出る時は皆々角銭を丸錢に替て出るなり。 それ
にても丸銭彼地にすくなくして、多くは得難し。此故に諸国より入来る産物の価も金或は丸銭
にあらざれば他国へは取帰らず。かくのごとくなる事数年にして、国中皆角錢に成て、金と丸
銭は他国へ出さるべし。(「東西遊記1』、pp.24l-242)」
である。
「東遊雑記」は、古川古松軒が、天明8年(l788年)、幕府巡見使(3名)に随行し東北・北海
道を旅したときの紀行文であるが、これには、橘南錯の「束遊記」よりも厳しく、かつ面白おか
しく記している箇所がある。この年の9月13日には、盛岡領から仙台領に入り、水沢に泊まった。
その仙台領の最初の印象は、
「 十四日水沢御発駕、一一。仙台領に入りしよりは、世に通用せる銭はご法度となし、石巻に
て鋳造てる仙台通宝の角銭のみにて、それも次第次第に悪しくなりて、国民大いに忌み嫌えど
も、領主の仰せ付けなれば是非なくなく用ゆることなれども、相場陸しく金一分に角銭四買九
百文余にかゆることなり。それゆえ、仙台領に入るより、錢にて物を買うに右の割合ゆえ、昨
日まで七、八文にて調えし草鞋が、今日は二十四、五文もせしことなり。至つての悪銭ゆえに、
百文遺う間には二銭も三銭も砕けて捨てたりし。 殊に新錢の角のある銭ゆえに、 財府に入れて
一日もかつぎ歩けば、財布忽ちに破るといえり。かくのごとき悪銭ゆえに、仙台領をはなれて
は一銭も通用なし。 ここにおいて仙台領の者は他国に出ずるに甚だこまることにて、世間通用
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の丸銭は、 一銭にても隠し置きて他へ出ずる時の用とす。 仙台侯の制度察してしるべし。 (「東
遊雑記』、p.219)」
であるo
この古川古松軒の記述は、仙台藩 (仙台候) に対してよい印象をもっていなかったことからき
ている。幕府巡見使の一行は、5月6日に江戸を立ち、宇都宮や白河を経て、会津、山形、秋田、
松前(北海道)と廻り、盛岡領、仙台領に入つているが、古川古松軒は「東遊雑記』の中で「幕
府巡見使の一行と帰国する仙台侯の行列の江戸出立が重なり、 途中、 先になった後になったりし
て苦労した。 国ぐにの諸候は巡見使に敬意を払うのに、 仙台候から何の会釈もなかった。 仙台候
の行列は、薩州候の行列よりははるかに立派だが、お供の者も無礼である。 こうしたこと止めさ
せ道理を重んじる制度があって当然であるが、それもない。国に法なく礼なくては、どうして政
治ができるものか。数千人の行列も、人数だけで恐れるに足りない。」といった趣旨のことを書き
記した後、
「 ここを以て仙台候の御家に制度なきことしられたり。往古も山名・今川・大内など大国に誇
りし諸候、国に法令なくしてみな滅亡せり。(「束遊雑記」、pp.7-8)」
と、 仙台藩を手厳しく非難しているのである。
このような見解をもっ古川古松車fではあったので、 「仙整通資」についての見方も橘南錯よりも
厳しかったのである。その表現も面白おかしく、那揄的であった。それは、ともかくも「仙整通
資」の悪錢ぶりは、同時代を代表するこの二人によって、日本中に広められることとなったので
ある。
6. むすび
小稿の冒頭に述べたよ う に、平成 19年9 月に開催された東北学院大学東北産業経済研究所の公
開シンポジウム 「北上川舟運を通してみる鉄道開通以前の物流体系」 に触発されて、 尾去沢鉱山
からの銅の搬出経路を「江戸期尾去沢の銅の道」としてまとめ、これを「東北産業経済研究所紀
要」(第28号、2009年2月)に発表した。ふだんは「数理経済モデルの構築と分析」を業として
おり、「歴史」や 「文化」の専門家ではないため、「江戸期」、「銅輸出」、「銭貨」、「尾去沢」等に
ついての知識も十分でなく、高橋(2009)の執筆にあたっては、これらのバック・グランドをゼ
ロから知る必要があった。高橋(2009)は、その上に立つて、いくっかの新しい視点や論点を提
示したものであった。
これに対して、小稿は、高橋(2009)の執筆にあたって得た事項(知識)を項日別に整理した
ものである。特に新しぃ視点や論点はなく、高橋(2009)の「バツク・グランド・ぺーパー」や
「補論」の役割にとどまっている。このため、小稿の内容の多くが「歴史」や 「文化」の専門家に
は周知のことかとも思いつつも、高名な経済史家の著書(岩本(2002)、作道(1958)、 (1978)、新
保(1978)、山本(l994))は当然のこととして、「歴史」や 「文化」の専門家がふだん目に留めな
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いと思われる金融・貨幣関係の著書・論文等 (藤野 (1990)、 松尾 (1994))、 日本銀行金融研究所
のディスカッション・ぺーパーや「金融研究』に掲破された2つの論文)を紹介することだけで
も、学際的な研究の促進の一助なると考え、 『東北産業経済研究所紀要」に発表することにした次
第である。
最後に、小稿の作成中、仁昌寺正一教授よりたえず奨励いただいたことに対して、 ここに記し
て感謝する。
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